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研究成果の概要（和文）： 

均一系金触媒存在下、オルト位にアルキニル基を有する安息香酸エステルに対し、アルカンチ

オールを求核剤として用いた場合、スルフィド化合物が収率よく得られた。シリルエノールエ

ーテルを求核剤として用いた場合、生成物はアルキル化されたシリルエノールエーテルが得ら

れた。また生成した脱離化合物であるイソクマリンを、塩基で処理後、脱水剤ＤＭＣで脱水す

ると、原料を高収率で復元することに成功した。また、本システムを固体触媒で行うための予

備実験として、多孔質状金触媒の触媒活性を検討した。その結果、芳香環化反応やシラン酸化

反応が均一系金触媒と同様に収率良く進行することを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：Homogeneous gold-catalyzed nucleophilic substitution reaction was 
developed by use of ortho-alkynylbenzoic acid alkyl esters as alkylating agents. The 
reactions with alkanethiols proceeded smoothly to give alkyl sulfides in high yields. 
The reactions with silyl enol ethers produced alpha-alkylated silyl enol ethers. 
Treatment of the eliminated isochoumarin with base followed by DMC gave the starting 
materials in high yields. To conduct this reaction system with heterogeneous catalysts, 
catalytic properties of nanoporous gold have been investigated. This material exhibited 
remarkable catalytic activities in benzannulation and oxidation of organic silanes. 
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１．研究開始当初の背景 
有機合成化学の分野では、環境に優しい分子
変換反応の開発が盛んに行われている。しか
し、これまで求核置換反応について検討され
てきた例は少なかった。 
 
２．研究の目的 
本研究では求核置換反応の脱離基に注目し、
反応系内で脱離基を形成する新しい求核置
換反応の開発を目指した。また脱離した化合
物を簡便な手法で原料化合物に復元し、脱離
化合物の再利用の可能性を検討する。更に、
固体触媒の利用についても検討する。 
 
３．研究の方法 
オルト位にアルキニル基を有する安息香酸
エステルをアルキル化剤として利用した、金
触媒による求核置換反応を行う。脱離化合物
であるイソクマリンから原料へ復元する手
法を開発する。更に不均一系金触媒で反応を
行い、触媒の回収再利用の可能性を検討する。 
 
４．研究成果 
均一系金触媒存在下、オルト位にアルキニル
基を有する安息香酸エステルに対し、アルカ
ンチオールを求核剤として用いた場合、スル
フィド化合物が収率よく得られた。シリルエ
ノールエーテルを求核剤として用いた場合、
生成物はアルキル化されたシリルエノール
エーテルが得られた。また生成した脱離化合
物であるイソクマリンを、塩基で処理後、脱
水剤ＤＭＣで脱水すると、原料を高収率で復
元することに成功した。また、本システムを
固体触媒で行うための予備実験として、多孔
質状金触媒の触媒活性を検討した。その結果、
芳香環化反応やシラン酸化反応が均一系金
触媒と同様に収率良く進行することを明ら
かにした。 
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